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あらまし：本研究では，対面環境，視線が一致しないテレビ会議システムを利用した遠隔環境，視線一致型テ

レビ会議システムを利用した遠隔環境の 3 環境について，一般的に実施されてる９つの面接試験を試行し，面

接試験に関する客観評定と主観評定を取得する．得られた評定値を多変量解析手法により，比較分析し，９形

式の面接試験に対し，3 環境の有効性をそれぞれ評価し，遠隔面接試験の実用性を明らかにする． 
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1. はじめに 

近年，企業が人材採用にインターネットを活用する

ことはごく一般的になっている．例えば，パソコンや

スマートフォンなどを活用し，動画選考やリアルタイ

ムによるテレビ電話選考など，文字だけでは伝わりに

くい学生の人柄や熱意を，対面し面接する前にくみ取

ろうという試みがなされている．例えば，採用面接に

おいてテレビ会議システムを利用することで，これま

で書類選考で絞り込んでいた海外在住の学生に対して，

表情を見ながら会話する面接が可能となった(1)．しか

し，現行のテレビ会議システムは，対話者同士の視線

が一致しないことから，対面し面接する場合と比べ，

不自然な面接環境である．よって，本研究では，普及

しつつあるテレビ会議システムによる遠隔面接の実施

に際して，視線が一致しない問題点を解決した視線一

致型テレビ会議システム(2)を導入し，視線が一致する

双方向遠隔面接環境による多様な対話型面接を施行し，

そのメリットやデメリットを検証し明らかにすること

を目的とする． 

2. 視線一致型テレビ会議システムについて 

図 1 に，本研究で利用する谷田貝ら(2)の開発した視

線一致型テレビ会議システムの構成を示す．本システ

ムは，カメラの撮影光軸及びモニタ面は床に対して水

平であり，ハーフミラーはモニタ面から斜め 45 度に

傾け設置されている．カメラの位置は，映像の中心に

撮影光軸がくるようにハーフミラー裏側に設置されて

いる．本システムは，映像の中心に対話者の顔がくる

と映像と撮影光軸の視差が 0 度に近づき，視線が良く

一致するものである． 

3. 研究方法について 

本研究では，共立女子大学において対面環境および２

つの遠隔環境をととのえ，表 1 に示す代表的な対話型

模擬面接を実施する．２つの遠隔環境は，現行の視線

が一致しないテレビ会議システムを利用する環境と，

図 1 に示す視線一致型テレビ会議システムを利用する

環境である．以上の 3 つの環境により，表 1 に示す各

対話型模擬面接を実施し，先行研究（３）を参考にした

試験官による面接採点（これを客観評定とする）と，

先行研究（4）を参考にした受験者へ面接のやりやすさ
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図１：視線一致型テレビ会議システムの構成（２） 
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に関するアンケート（これを主観評定とする）を実施

し，面接試験に関する客観評定と主観評定を取得する．

得られた客観評定と主観評定を多変量解析手法により，

比較分析し，各形式の面接試験に対し，対面環境，視

線が一致しないテレビ会議システムを利用した遠隔環

境，視線一致型テレビ会議システムを利用した遠隔環

境の有効性を評価し，その実用性を明らかにする． 

4. おわりに 

本研究では，共立女子大学の学生に研究協力を依頼

する計画であるが，学外（他大学や高校など）との交

流も複数あることから，これを通じて広く被験者を検

討する． 
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表 1 対話型面接試験実施内容 

個
人
面
接 

一問一答形式 

あらかじめ用意した同一質問を，試問し，

回答を評価する． 

雑談型形式 

あらかじめ用意した共通話題から対話を

開始し，会話のキャッチボールにより人物

評価を行う． 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

自己ＰＲ型 

試験官から試問するのではなく，受験者か

ら自由な表現方法で自己ＰＲを行い，その

内容に対して人物評価を行う． 

テーマ事前発表型 

事前に設定された共通テーマに沿って，準

備をした上で自分の考えを試験官に発表

し，その内容に対して人物評価を行う． 

テーマ未発表型 

受験者にその場で共通テーマを伝え，事前

準備無しで，自分の考えを試験官に発表

し，その内容に対して人物評価を行う． 

グ
ル
ー
プ
面
接 

一問一答形式 

あらかじめ用意した同一質問を，順に試問

し，回答を評価する． 

自己ＰＲ型 

試験官から試問するのではなく，順に指名

し，受験者から自由な表現方法で自己ＰＲ

を行い，その内容に対して人物評価を行

う． 

ディスカッション形式 

あらかじめ用意した議論テーマを提示し，

受験者同士でディスカッションを行い，そ

の内容により人物評価を行う． 
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